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 要 旨   
目的： 
白人と黒人との間で、成人若年期（18 から 30 歳）における飲酒と 15 年後の職業上の成

功との関連について、評価を行った。 
方法： 

Coronary Artery Risk Development in Young Adult Study より、ベースラインから 15
年時点の雇用状態および職業地位を分析した。主な予測因子はベースライン時の週当たり

の飲酒量であり、人種で層別化を行い、社会経済学的な因子で調整を行った。 
結果：  
成人早期の飲酒と中年期の職業上の地位との関連について、人種間での相違を認めた。

ベースライン時に週に 4 回以上飲酒する大酒家の黒人は、機会飲酒の黒人よりも、15 年時

点で 4 倍以上雇用されていなかった（オッズ比 OR= 4.34; 95%信頼区間 CI= 2.22, 8.47）。
白人では統計学的有意差は認めなかった。中年期の職業上の地位については過度の飲酒と

負の関連を認めたが、結婚状況、能動的対処、生活ストレス、および学歴で調整後は、こ

の関係は黒人のみで統計学的に有意であった。 
結論： 
成人若年期の過度の飲酒は、特に黒人において、中年期の職業上の成功と負の関連があ

った。 
 

 




